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論文の内容の要旨
　著者は主として埼玉県岩殿丘陵，栃木県烏山，群馬県安中一富岡地域を主とする関東地方北部に分布する中新
統の年代層序を検討し，申一後期申新世における海棲貝類化石群の変遷について海洋環境の変化に添って詳細に
究明した。
　鳥山地域の荒川層群から61種の員類化石に基づき，小塙層にType　IからType皿aの浅海砂礫底群集として，
M助o〃oμ肋〃卯oオo刎oZ〃チ〃∫一ヵ6〃odo肋τo励敏g〃∫θ群集，C〃舳ツ∫肋g〃o∫α群集，τ加α6加肋05αo舳オ∫一S舳伽〃舳
cγα∬伽〃舳群集を，小塙層中部から大金層下部にType皿bの下部浅海帯泥質砂底群集としてS脇伽〃舳
cγα∬加〃ゴ舳群集を，大金層にTypeWからTypeVIの漸深海帯泥質底群集として乃ψ1o舳〃c加ZZα群集，上部浅海
帯砂泥底群集の五〃o伽αcけ肋かC肋06α肋舳ゴ〃α∫かoθ舳群集，浅海砂礫底群集の〃肋加妙左θ妙”ψ肋4〃∫一C肋榊5
a什例伽肋o㈱ゐ群集を，田野倉層からTypeWの漸深海帯泥底の肋Z肋α伽舳ゐ群集を，さらに入江野層からType
Wの〃励o舳α〃伽8肋一C肋伽此舳o㈱ゴ∫群集を認めた。安中一富岡地域では富岡層群から128種の貝類化石に
基づき，IからVの群集を認定した。下位の，原田篠層からType　Iの漸深海帯のPo〃〃z伽伽αcゴαψ舳ゴ∫一
〃ψα舳∬ゴ舳械ぬαゴ群集，Type■の漸深海帯砂泥底群集のA伽κ伽鈍α∫群集を，原市層からはType皿の漸深
海帯泥底群集の〃伽o舳αc〃伽ωチα一凡∬肋肋／ゴ舳c£〃α左〃η伽ゴ群集，Type　Wの漸深海帯泥底群集のS鮒伽8
gπoθ肋滅6〃∫山励o舳α6肋肋肋群集を認め，板鼻層からは上部浅海帯と下部浅海帯の混合群集を認めた。これ
らに茨城県下手綱層，宇都宮地域の長岡層，埼玉県土塩層・岩殿層などの群集組成などの結果を取り入れ，関東
地方北部においてはヱ6．O～95Maまでの約650万年の間に貝類化石群集の特徴から以下のようI－Vの時階が設定
された。
　時階Iは中期中新世初期の前半で，安中一富岡，岩殿地域に分布し，ル肋〃Zo，乃ψ〃舳∬ゴ舳，吻o〃舳など
の南方系要素にん肋Z伽，月o肋〃加，Co舳06θZθなどの北方系要素の共産によって特徴づけられ，生俵型動物群と
称する。時階Iは中期中新世初期の後半で，烏山・岩殿地域に分布しC肋妙θ6肋〃〃昭舳〃フ？挑，〃妙o〃o妙肋
μoτo舳肋〃∫，巧C〃o∂o肋左o励敏㈱肌班などの熱帯一亜熱帯要素を含む浅海性砂質底化石群集で茂庭型動物群と称
する。時階皿は申期中新世中期で鳥山・岩殿地域に分布し，五励ゆ云∫左o肋θ〃必，S㈱伽肋刎6π033加〃加刎，ル卿〃α
冶070舳gωα〃α，助伽〃主舳ツ肋ゴなどが初めて出現する。都幾川型動物群と称する。時階1Vは中期中新世後期で，富
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岡・鳥山地域に分布し，時階皿とVの中間的な種構成で，漸移型動物群である。時階Vは後期申新世前期で，富
岡・鳥山地域に分布し，深海性の耶麻型動物群と浅海性塩原型動物群からなる。時階I－nはMid挑ogeneC1imatic
Optimumの時期に相当し，最も温暖な時期である。時階皿では熱帯・亜熱帯要素の種は消滅するが，引き続き温
暖な時期でありMi独eogeneC1imaticOptimumの時期は完了する。急激な冷温化は生じていないが，時階Wでは北
方系要素が付加される。時階皿と1Vの問（約13．OMa）は汎世界的な寒冷化と言われる酸素同位体イベントMi4と
ほぼ一致する。時階Vでは都幾川型動物群の残存種も消滅し，∫〃ψθ5gγoθ肋〃6〃α，Co舳o肋挑θ肋，肋oo舳
oαZω閉などの北方系要素が付加される。時階WとVの境界は11．OMaでMi6と一致する。
　これらの結果から，関東地方北部では時階I～Vへと段階的な冷温化が浅海と深海双方で生じたと推定される。
6新種を含む，合計144種の貝類化石については詳細に記載し，写真を添えた。
審査の結果の要旨
　国際的なレベルでの浮瀞性微化石年代層序，放射年代学的研究に基づく成果ではあるが，その詳細な検討と地
質学的野外調査の結果，関東地方北部の中一後期中新世貝類化石群は時階工からVへの海洋環境の変化と共に群
集Iから群集Vに至る変化を明確に総括したことは，これからの貝類化石の研究指針を示すものとしても高く評
価される。今後は系統的な種分化の要因，それらの起源・移動経路などの検討が望まれた。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有すると認める。
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